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背景と目的（目標設定）

低炭素化社会・循環型社会を実現するうえで、再生可能エネルギーの活用が大きな柱になっている。再

生可能エネルギーのうち、有望なもののひとつとして「地中熱エネルギー」がある。とくにヒートポンプを活用した

地中熱ヒートポンプシステムは、技術的にも確立されており、世界中で急速に広がりつつある。本県でも県や

市の所有する施設での導入事例もある。しかしながら、地中熱システムを広く普及させるために重要な情報

となる高精度な地中熱ポテンシャルの評価は、これまで行われていなかった。そこで本研究は、埼玉県内の地

下環境を調べ、それをもとに地中熱ポテンシャルを明らかにすることを研究目的とした。

研究内容（緊急性･必要性、新規性･独創性）

地中熱利用システムの活用は、本県の広い範囲で十分可能であると推測されるが、高精度なポテンシャ

ルの評価等が行われていないため、導入時や設置時において情報が不足している状況である。本研究で、

ポテンシャルの評価を行うことで、埼玉県内での地中熱利用システムの普及に役立つものと思われる。また、

ポテンシャル評価を行うために取得する地下温度情報や地下水特性の推定、地質情報などの基礎情報

は、実際に地中熱システムを設置する場合に有益な情報であり、ポテンシャル評価結果と併せて積極的に

活用されるものと期待される。また、本研究では、これまでにない高分解能（面的）な評価手法を開発するた

め学術的にも有意義な研究である。

成果の概要（目標達成度）

埼玉県における地下環境を明らかにするために２５地点で地下の温度分布を測定し、地下の熱環境を把

握した。この結果、県の南部に比べて北部のほうが、地下温度は高めであることがわかった。地下の温度分

布をこのように集中的にかつ各年度繰り返して測定した事例は国内にはほとんどなく、データ自体貴重であ

る。さらに、この地下温度データと、既存の地質及び地下水特性に関する情報を再整理した結果から、埼玉

県南東部（人口密度が高く、社会的にも優先度の高い地域と推定される）の地中熱ポテンシャルを評価し

た。この結果、埼玉県における地中熱ポテンシャルは、台地で高く、低地で低めであることがわかった。
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成果の発展性（埼玉県(行政･地域)への貢献、技術発展・実用化、課題等）

・本研究で得られた埼玉県内の地下環境に関するデータや地中熱ポテンシャルの推定結果は、地中熱利

用システムの導入の検討時や設置時に役立つ情報であり、地中熱利用システムの普及に役立つものと期待

される（平成 24年度末を目指して、地質地盤資料集の改訂版にも掲載予定）。

・本研究で実施した調査手法や解析手法、ポテンシャルの評価手法は、国内外の他の地域でも適用可能

であり、埼玉県のみならず、より広い範囲の地中熱利用システムの普及に役立つものと期待される。


